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小
林
茂
．
寺
門
征
男
編
著

浦
野
正
樹
・
店
田
廣
文

『
都
市
化
と
居
住
環
境
の
変
容
』

e

　
近
年
、
欧
米
諸
外
国
を
訪
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
日
本
人
に
と
っ
て
．

帰
国
し
て
ま
ず
最
初
に
感
じ
る
こ
と
は
、
日
本
の
住
居
の
狭
さ
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
単
に
狭
い
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
住
宅
そ
の
も
の

が
都
市
に
お
い
て
、
非
常
な
値
上
が
り
を
し
て
、
ま
す
ま
す
居
住
環
境
を

め
ぐ
る
問
題
は
悪
化
し
て
き
て
い
る
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
ろ
う
。
こ
の

よ
う
な
都
市
化
と
居
住
環
境
の
問
題
は
、
単
に
一
人
一
人
の
生
活
問
題
に

と
ど
ま
ら
ず
、
日
本
の
社
会
・
人
文
・
自
然
諸
科
学
が
総
合
し
て
取
り
組

む
べ
き
大
き
な
学
際
的
研
究
課
題
の
一
つ
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
に
紹
介
す
る
小
林
茂
・
寺
門
征
男
・
浦
野
正
樹
・
店
田
廣
文
編
著

『
都
市
化
と
居
住
環
境
の
変
容
』
は
、
早
稲
田
大
学
社
会
科
学
研
究
所
居

住
環
境
部
会
に
お
い
て
、
主
と
し
て
昭
和
五
二
年
か
ら
五
五
年
に
か
け
て
、

東
京
都
下
、
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ソ
を
対
象
地
域
と
し
て
実
態
調
査
さ
れ
た

学
際
的
研
究
の
成
果
で
あ
る
。
そ
こ
で
の
ね
ら
い
は
、
い
わ
ば
最
も
人
口

流
動
が
激
し
く
環
境
の
急
激
な
変
貌
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
一
つ
の
地
域
社

会
を
取
り
上
げ
、
そ
の
地
域
の
総
合
的
な
研
究
を
試
み
た
も
の
で
、
執
筆

老
も
建
築
、
農
業
経
済
、
都
市
社
会
学
、
行
政
学
な
ど
広
範
囲
な
視
点
か

ら
の
学
際
的
研
究
に
な
っ
て
い
る
。
個
々
の
各
章
の
紹
介
と
批
評
は
後
に

詳
し
く
見
て
い
く
と
し
て
、
ま
ず
目
次
と
各
章
の
執
筆
老
を
一
覧
し
て
お

こ
う
。

　
　
ま
え
が
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
茂

　
　
序
論

　
　
一
、
居
住
環
境
の
あ
り
方
を
め
ぐ
っ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
関
敬
三

　
　
二
、
大
都
市
圏
の
居
住
環
境
と
流
動
現
象
　
　
　
　
　
寺
門
征
男
・
浦
野
正
樹

　
　
　
ー
流
動
型
都
市
環
境
の
分
析
視
点
と
方
法
1

第
－
部

第
一
章

第
二
章

第
三
章

第
四
章

第
五
章

第
H
部

第
六
章

第
七
章

地
域
の
概
況

ト
ー
多
摩
市
と
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
ー

人
口
急
増
現
象
と
土
地
利
用
の
変
貌

農
業
と
農
民
の
生
活
様
式
の
変
貌

－
農
村
か
ら
郊
外
都
市
へ
1

自
然
環
境
と
緑
地
の
変
貌

居
住
景
観
の
変
貌

第
八
章

第
九
章

第
一
〇
章

店
田
廣
文

寺
門
征
男
・
鍵
山
利
行

　
　
　
　
小
林
　
茂

　
　
　
小
場
瀬
令
二

寺
門
征
男
・
後
藤
春
彦

一
般
郊
外
地
区
と
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
区
の
住
民
特
性
　
　
店
田
廣
文

住
民
の
地
域
移
動
と
住
み
か
え
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浦
野
正
樹

ー
大
都
市
圏
流
動
層
の
形
成
と
流
動
メ
カ
ニ
ズ
ム
i

変
貌
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
環
境
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浦
野
正
樹

住
民
の
定
着
志
向
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
店
田
廣
文

　
住
民
団
体
の
活
動
と
地
域
社
会
の
運
営
　
寄
本
勝
美
・
三
田
啓
一

　
ー
グ
ル
ー
プ
・
ポ
リ
テ
ィ
ッ
ク
ス
活
性
化
の
課
題
1
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紹介と批評

あ
と
が
ぎ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
門
征
男

　
資
料
編

　
以
上
の
よ
う
に
、
本
書
は
、
序
論
、
第
－
部
、
第
H
部
の
三
つ
か
ら
な

っ
て
い
る
。
序
論
に
お
い
て
は
、
居
住
環
境
の
あ
り
方
を
め
ぐ
っ
て
、
人

間
学
的
な
観
点
か
ら
総
括
的
な
問
題
提
起
が
示
さ
れ
、
ま
た
、
序
論
の
二

に
お
い
て
は
、
本
書
の
主
題
で
あ
る
「
大
都
市
圏
の
居
住
環
境
と
流
動
現

象
」
の
分
析
視
点
と
方
法
が
展
開
さ
れ
て
い
る
．
そ
し
て
、
第
－
部
（
第

一
章
～
第
五
章
）
で
は
、
い
わ
ゆ
る
都
市
化
の
も
た
ら
す
急
激
な
人
口
増
大

現
象
と
居
住
地
環
境
の
フ
ィ
ジ
カ
ル
な
変
容
プ
ロ
セ
ス
と
そ
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
に
関
す
る
五
つ
の
論
考
か
ら
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
第
n
部
（
第
六
章
～

第
一
〇
章
V
で
は
、
大
都
市
圏
に
お
け
る
流
動
現
象
の
実
態
で
あ
る
住
み
か

え
現
象
に
よ
る
人
口
移
動
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
そ
れ
が
も
た
ら
す
居
住
環
境

と
地
域
生
活
の
変
動
と
変
質
、
地
域
社
会
運
営
の
課
題
等
、
い
わ
ゆ
る
流

動
型
居
住
地
環
境
の
も
つ
ソ
ー
シ
ァ
ル
な
変
容
プ
ロ
セ
ス
を
解
明
す
る
五

つ
の
論
考
を
お
さ
め
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
ま
ず
最
初
に
、
「
序
論
」
と
第
－
部
に
つ
い
て
の
紹
介
と
批

評
．
次
い
で
第
H
部
、
そ
し
て
最
後
に
全
体
に
つ
い
て
の
感
想
と
批
評
を

述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

⇔

　
序
論
に
お
い
て
、
居
住
環
境
の
あ
り
方
を
め
ぐ
っ
て
、
哲
学
的
、
人
間

学
的
な
観
点
か
ら
「
居
住
」
に
つ
い
て
の
現
代
的
意
味
が
問
い
直
さ
れ
て

い
る
。
明
治
時
代
の
東
京
府
知
事
で
、
東
京
市
区
改
正
条
例
の
起
草
者
で

も
あ
っ
た
芳
川
顕
正
の
「
家
屋
は
末
な
り
」
と
道
路
、
河
川
に
対
し
て
、

一
段
下
に
み
く
だ
し
た
考
え
方
に
対
し
て
、
そ
う
し
た
考
え
方
が
今
日
も

な
お
、
政
策
や
社
会
通
念
に
ま
で
及
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
と
問
題
を

投
げ
か
け
て
い
る
（
五
頁
）
．
「
今
日
わ
れ
わ
れ
の
社
会
で
は
、
と
く
に
大

都
市
圏
の
兎
小
屋
」
の
生
活
者
は
、
住
居
と
い
う
日
常
生
活
の
最
も
根
本

的
な
次
元
で
疎
外
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
．
」
（
一
〇
頁
）
と
著
者
が
決
定
的

に
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
人
問
ら
し
い
居
住
環
境
と
は
一
体
何
な
の
か
と

い
う
根
本
的
な
課
題
を
ま
ず
最
初
に
提
起
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

　
次
に
、
序
論
の
二
に
お
い
て
は
、
本
論
で
展
開
さ
れ
る
「
大
都
市
圏
の

居
住
環
境
と
流
動
現
象
」
に
つ
い
て
の
分
析
視
点
と
方
法
に
つ
い
て
述
べ

ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
国
連
人
間
居
住
会
議
（
ハ
ビ
タ
ッ
ト
“
H

A
B
I
T
A
T
）
に
お
け
る
「
人
問
居
住
に
関
す
る
バ
ン
ク
ー
バ
ー
宣
言
」

（
一
九
七
六
年
）
を
背
景
に
し
て
、
「
具
体
的
な
地
域
を
研
究
対
象
と
し
て
人

間
居
住
環
境
問
題
を
モ
デ
ル
的
に
考
察
し
よ
う
と
い
う
意
図
」
（
二
六
頁
）

が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
．
そ
こ
で
、
現
在
の
日
本
の
居
住
環
境
を
考
え
て

い
く
際
、
と
く
に
、
「
人
口
の
流
動
と
定
着
」
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
い
う
視

点
は
、
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。
従
っ
て
、
「
研
究
の
枠
組
と
し
て
は
、

ま
ず
、
都
市
の
人
口
流
動
現
象
の
実
態
把
握
と
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明

に
力
点
を
お
き
．
そ
う
し
た
流
動
過
程
が
居
住
環
境
お
よ
び
自
然
環
境
に

お
よ
ぼ
し
た
イ
ソ
パ
ク
ト
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
対
応
の
具
体
的
仕
組
を

解
明
す
る
と
い
う
図
式
が
描
け
よ
う
．
」
（
二
七
頁
）
大
都
市
圏
の
流
動
を
実

態
に
即
し
て
と
ら
え
な
お
す
と
、
次
の
三
つ
の
側
面
に
要
約
で
き
る
と
編

者
た
ち
は
と
ら
え
て
い
る
。
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ω
　
人
間
の
流
動
（
交
流
）

㈲
　
居
住
地
（
土
地
）
の
変
動
i
都
市
化
に
と
も
な
っ
た
地
域
（
環
境
）

　
　
の
変
貌
1

⑥
　
住
み
か
え
に
よ
る
移
動
ー
ラ
イ
フ
・
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
居
住
形

　
　
式
の
選
択
に
よ
る
影
響
・
効
果
1

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
「
本
調
査
研
究
で
は
、
主
と
し
て
、
居
住
地
の
変

動
や
住
み
か
え
に
よ
る
移
動
と
い
う
流
動
の
側
面
か
ら
、
大
都
市
圏
の
居

住
生
活
へ
の
イ
ソ
パ
ク
ト
を
扱
う
．
」
（
二
九
頁
）
と
い
う
形
で
分
析
の
視
点

が
明
確
に
絞
り
込
ま
れ
て
く
る
わ
け
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
第
－
部
に
お
い
て
は
、
こ
の
人
間
の
流
動
と
地
域
空
間
の

変
動
が
ど
の
よ
う
に
分
析
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
第
一
章
で

は
、
地
域
の
概
況
を
多
摩
市
域
の
既
存
地
区
と
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
区
の
歴

史
的
変
遷
、
開
発
の
歴
史
、
人
口
、
町
並
み
な
ど
に
つ
い
て
概
略
説
明
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
既
存
地
区
と
ニ
ュ
ー
タ
ウ
γ
地
区
の
地
区
特
性
、

居
住
形
態
な
ど
は
、
後
の
各
章
に
お
い
て
繰
り
返
し
詳
述
さ
れ
る
点
で
は

あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
相
違
と
共
通
性
を
予
め
、
あ
る
程
度
は
知

っ
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
既
存
地
区
の
う
ち
、
桜
ケ
丘
、

連
光
寺
、
乞
田
・
落
合
・
貝
取
お
よ
び
一
ノ
宮
の
各
地
区
は
一
戸
建
持
家

を
中
心
と
し
た
住
宅
地
区
で
あ
り
、
聖
蹟
桜
ケ
丘
駅
周
辺
の
関
戸
は
、
一

般
の
住
宅
地
の
他
に
商
業
地
区
の
割
合
が
高
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
桜
ケ

丘
の
西
隣
り
に
あ
る
和
田
・
落
川
・
東
寺
方
・
百
草
地
区
は
、
多
摩
川
支

流
の
大
栗
川
の
両
岸
に
広
が
っ
て
お
り
、
そ
の
一
部
は
未
だ
に
農
村
地
域

の
面
影
を
の
こ
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
、
〈
和
田
〉
、
〈
乞
田
〉
両

地
域
と
も
、
近
年
は
都
市
ス
プ
ロ
ー
ル
化
の
波
を
大
き
く
か
ぶ
っ
て
い
る
。

　
他
方
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
区
で
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
中
層
・
高
層
の

集
合
住
宅
か
ら
な
っ
て
い
て
、
公
営
（
都
営
）
住
宅
二
五
％
、
分
譲
の
公

団
・
公
社
住
宅
三
四
％
、
賃
貸
の
公
団
・
公
社
住
宅
四
一
％
、
と
い
う
住

宅
戸
数
の
比
率
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
初
期
に
建
設
が
は
じ
ま
っ
た

諏
訪
、
永
山
、
愛
宕
の
三
住
区
は
い
ず
れ
も
賃
貸
住
宅
が
比
較
的
多
い
の

が
特
徴
で
あ
り
、
と
く
に
愛
宕
地
区
は
八
割
が
賃
貸
住
宅
で
し
め
ら
れ
て

い
る
．
そ
れ
に
対
し
て
比
較
的
新
し
い
豊
ケ
丘
・
鹿
島
両
住
区
は
分
譲
住

宅
が
過
半
数
を
し
め
て
い
る
の
が
大
き
な
特
徴
で
あ
る
（
四
五
頁
）
。

　
こ
の
よ
う
な
地
域
の
概
況
の
後
に
、
第
二
章
で
は
、
人
口
急
増
現
象
と

土
地
利
用
の
変
貌
と
し
て
、
多
摩
市
の
人
口
構
造
と
土
地
利
用
変
遷
に
つ

い
て
、
既
存
の
統
計
資
料
、
地
図
な
ど
を
駆
使
し
て
解
説
さ
れ
て
い
る
。

人
口
構
造
に
お
い
て
は
、
人
口
動
態
、
世
帯
数
・
構
成
員
数
の
変
化
、
開

発
要
因
別
転
入
人
口
の
変
化
、
年
齢
別
人
口
数
の
変
遷
、
地
区
別
・
年
齢

別
人
口
構
成
の
変
化
、
人
口
流
動
タ
イ
プ
（
人
口
類
型
）
と
地
区
特
性
な

ど
に
つ
い
て
分
析
さ
れ
て
い
る
。
土
地
利
用
変
遷
の
特
性
に
つ
い
て
は
、

ω
居
住
地
（
市
街
地
・
集
落
）
利
用
の
変
遷
、
㈲
農
村
的
土
地
利
用
の
変
遷
、

⑥
開
発
的
土
地
利
用
変
化
の
特
性
、
の
三
点
に
つ
い
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
人
口
構
造
と
土
地
利
用
変
遷
は
、
既
存
の
デ
ー
タ
を
活
用
し
た

形
で
概
括
的
に
書
か
れ
て
い
る
が
．
テ
ー
マ
と
し
て
は
、
後
の
「
居
住
環

境
と
流
動
現
象
」
の
土
台
と
な
っ
て
い
る
基
礎
的
デ
ー
タ
の
部
分
で
あ
る
。

特
に
人
口
構
造
と
土
地
利
用
変
遷
（
市
街
地
化
・
開
発
の
波
）
と
の
相
互
関

連
や
最
後
の
開
発
別
土
地
利
用
変
化
の
特
性
に
つ
い
て
充
分
な
説
明
が
加
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え
ら
れ
て
い
な
い
の
は
残
念
に
思
わ
れ
た
。

「
第
三
章
　
農
業
と
農
民
の
生
活
様
式
の
変
貌
」
に
お
い
て
は
、
多
摩
市

落
合
地
区
に
お
け
る
実
態
調
査
結
果
の
分
析
を
主
に
し
て
、
「
農
村
か
ら

郊
外
都
市
」
へ
の
変
貌
を
、
農
業
と
農
民
の
生
活
様
式
の
側
か
ら
浮
き
彫

り
に
し
て
い
る
。
著
者
は
、
「
『
都
市
化
が
進
行
す
る
』
と
い
う
現
象
は
、

『
農
村
的
生
活
諸
条
件
（
要
素
）
』
が
次
第
に
破
壊
さ
れ
失
わ
れ
て
ゆ
く
過

程
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
」
（
七
六
頁
）
と
い
う
認
識
に
立

っ
て
、
都
市
化
地
域
の
農
業
問
題
の
実
証
的
研
究
と
い
う
課
題
を
掲
げ
る

わ
け
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
、
戦
後
三
十
余
年
間
の
多
摩
市
農
業
の
変

遷
を
、
農
家
率
、
農
耕
地
面
積
の
変
化
、
専
業
・
兼
業
農
家
数
の
推
移
な

ど
か
ら
追
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
詳
し
く
見
て
い
く
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

い
ず
れ
の
数
値
を
見
て
も
、
「
多
摩
市
の
農
業
は
…
（
中
略
）
…
昭
和
四
〇

年
以
降
に
坂
道
を
こ
ろ
げ
落
ち
る
よ
う
に
、
崩
壊
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
」
（
八
五
頁
）
と
い
う
指
摘
と
な
っ
て
い
る
．
次
い
で
、
落
合
地
区
実
態

調
査
結
果
に
つ
い
て
、
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
y
建
設
計
画
の
全
面
買
収
↓
区

画
整
理
の
と
り
い
れ
か
ら
解
説
し
、
詳
細
な
実
態
調
査
へ
と
展
開
し
て
い

る
。
ま
ず
、
ω
落
合
地
区
の
農
業
基
盤
の
崩
壊
と
し
て
、
耕
地
の
変
化
、

山
林
・
原
野
の
変
化
、
耕
地
面
積
と
山
林
所
有
の
相
関
、
耕
地
規
模
別
階

層
の
変
化
な
ど
を
順
次
分
析
し
て
い
る
．
そ
し
て
、
ω
農
家
生
活
の
変
貌

と
農
民
意
識
の
変
化
に
お
い
て
は
、
作
付
構
成
の
変
貌
、
現
在
の
収
入
源

な
ど
の
他
、
近
隣
交
際
や
新
住
民
に
対
す
る
交
際
、
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

建
設
に
と
も
な
う
、
生
活
水
準
の
変
化
、
地
域
社
会
へ
の
影
響
、
そ
し
て

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ソ
建
設
の
良
否
な
ど
の
回
答
を
そ
れ
ぞ
れ
解
説
及
び
分
析
し

て
い
る
。

　
結
論
的
に
言
う
な
ら
ば
、
「
す
な
わ
ち
、
落
合
地
区
は
、
徐
々
に
都
市

化
の
波
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
も
、
昭
和
三
四
年
の
段
階
で
は
、
ま
だ
や

や
山
村
の
性
質
を
有
す
る
純
農
村
で
あ
っ
た
が
、
三
〇
年
代
末
か
ら
四
〇

年
代
初
期
に
か
け
て
の
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
建
設
の
た
め
の
新
住
宅
市
街

用
地
買
収
計
画
に
よ
っ
て
、
加
う
る
に
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
計
画
に
刺
激
さ
れ

た
副
次
的
宅
地
化
傾
向
の
強
化
に
よ
っ
て
、
山
林
の
大
部
分
と
田
・
畑
の

五
四
％
を
喪
失
し
て
、
農
村
の
風
貌
を
全
く
失
っ
た
。
さ
ら
に
昭
和
四
五

年
か
ら
五
五
年
ま
で
の
一
〇
年
間
に
は
、
落
合
地
区
の
か
つ
て
の
農
民
た

ち
は
、
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
計
画
の
一
環
と
し
て
の
未
買
収
谷
戸
地
域
の

区
画
整
理
事
業
に
よ
っ
て
、
す
で
に
半
減
し
て
い
た
田
・
畑
の
七
三
％
ま

で
に
宅
地
造
成
を
希
望
し
て
、
そ
の
分
だ
け
農
地
を
失
っ
た
．
…
（
中
略
）
…

事
態
が
こ
こ
ま
で
来
る
と
、
落
合
地
区
は
農
村
の
様
相
を
一
か
け
ら
も
留

め
な
い
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
．
」
（
一
〇
九
ー
一
〇
頁
）
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
落
合
地
区
の
農
業
基
盤
の
崩
壊
が
、
そ
の

後
の
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ソ
建
設
計
画
に
乗
っ
て
い
く
中
で
、
ど
の
よ
う
に

ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

元
農
民
た
ち
が
郊
外
住
宅
地
の
都
市
住
民
に
変
わ
っ
て
い
く
の
か
、
そ
の

意
識
と
行
動
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
、
も
う
一
つ
つ
っ
込
ん
だ
分
析

が
必
要
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
。

　
第
－
部
の
最
後
に
、
「
第
四
章
　
自
然
環
境
と
緑
地
の
変
貌
」
及
び
「
第

五
章
　
居
住
景
観
の
変
貌
」
を
合
わ
せ
て
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
両

者
と
も
、
建
築
・
自
然
景
観
、
街
並
み
、
緑
地
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
フ
ィ
ジ

カ
ル
な
変
容
プ
ロ
セ
ス
を
扱
っ
て
お
り
、
評
者
を
含
め
て
、
第
n
部
で
詳
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細
に
展
開
さ
れ
る
、
都
市
社
会
学
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
は
一
昧
違
っ
た

展
開
を
示
し
て
い
る
点
で
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
．
第
四
章
で
は
、
は
じ

め
に
緑
か
ら
み
た
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ソ
計
画
の
変
遷
に
つ
い
て
、
特
に
、

造
成
計
画
に
お
け
る
大
造
成
案
↓
自
然
地
形
案
↓
中
造
成
案
の
変
遷
を
た

ど
る
中
で
、
緑
の
破
壊
と
再
生
が
い
か
に
行
な
わ
れ
て
き
た
の
か
を
検
討

し
、
次
に
諏
訪
・
永
山
住
区
で
の
ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
か
ら
住
民
の
緑
と

緑
道
に
対
す
る
意
識
を
探
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
「
第
五
章
　
居
住
景
観
の
変
貌
」
で
は
、
ま
ず
新
旧
市
街
地
の

景
観
を
各
地
区
ご
と
に
概
観
し
て
、
「
歴
史
的
景
観
か
ら
計
画
的
景
観
へ

の
移
行
」
あ
る
い
は
逆
に
「
歴
史
的
景
観
か
ら
計
画
的
景
観
へ
の
移
行
が

行
わ
れ
な
か
っ
た
地
区
、
即
ち
、
非
計
画
的
景
観
を
あ
ら
わ
に
し
て
い
る

地
区
も
見
受
け
ら
れ
」
（
一
七
二
頁
）
る
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

そ
の
歴
史
的
景
観
の
原
型
と
し
て
、
既
存
集
落
の
景
観
を
検
証
し
、
さ
ら

　
　
モ
ク
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
た
ち

に
、
微
土
地
利
用
の
変
遷
と
貌
に
つ
い
て
、
空
間
言
語
（
地
景
名
称
）
の
分

布
の
調
査
と
分
析
か
ら
居
住
景
観
の
構
造
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
．

　
以
上
の
よ
う
に
、
第
四
章
と
第
五
章
は
、
フ
ィ
ジ
カ
ル
な
環
境
の
変
容

プ
ロ
セ
ス
を
そ
の
原
型
か
ら
探
っ
て
い
こ
う
と
す
る
興
味
深
い
問
題
領
域

で
あ
る
が
、
開
発
に
と
も
な
う
緑
地
や
景
観
の
変
貌
に
つ
い
て
は
、
水
系
、

植
物
系
、
動
物
系
な
ど
生
態
学
、
人
間
生
態
学
的
な
観
点
や
、
民
俗
学
、

民
具
や
郷
土
史
的
な
観
点
も
取
り
入
れ
て
よ
り
詳
し
く
分
析
さ
れ
る
と
よ

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

㊧

　
第
n
部
で
は
、
多
摩
市
実
態
調
査
の
ひ
と
つ
と
し
て
都
市
社
会
学
の
近

江
班
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
「
多
摩
市
地
域
生
活
調
査
」
の
調
査
結
果
と

そ
れ
に
基
づ
い
た
分
析
を
中
心
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
．
ま
ず
「
第
六

章
　
一
般
郊
外
地
区
と
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
区
の
住
民
特
性
」
に
お
い
て
は
、

こ
の
調
査
の
概
要
と
と
も
に
、
多
摩
市
住
民
の
特
性
を
、
地
区
別
に
明
ら

か
に
し
て
い
る
。
こ
の
実
態
調
査
は
、
満
二
〇
歳
以
上
の
男
女
市
民
五
万

二
、
○
○
○
人
を
母
集
団
と
し
て
、
一
、
O
O
O
人
を
無
作
為
に
抽
出
し
．

昭
和
五
三
年
一
二
月
中
旬
よ
り
翌
年
一
月
上
旬
に
か
け
て
、
個
別
面
接
聴

取
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
有
効
回
収
率
は
八
六
・
七
％
と
さ

れ
て
い
る
。
第
H
部
の
特
に
第
六
章
か
ら
第
九
章
に
渡
っ
て
、
詳
細
な
集

計
結
果
や
き
ち
ん
と
し
た
統
計
処
理
も
な
さ
れ
て
い
て
、
有
効
回
収
率
の

高
さ
も
含
め
て
、
極
め
て
模
範
的
な
地
域
社
会
調
査
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
ず
、
既
存
地
区
と
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
区
の
住
民
特
性
に
つ
い
て
、
家
族

形
態
、
ラ
イ
フ
・
ス
テ
ー
ジ
、
経
済
階
層
、
学
歴
と
職
業
な
ど
か
ら
比
較

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
既
存
地
区
に
つ
い
て
は
、
ω
百
草
団
地
、
㈲
桜
ケ

丘
、
⑥
関
戸
と
連
光
寺
・
一
ノ
宮
、
㈲
〈
和
田
〉
と
〈
乞
田
〉
と
い
う
四

つ
の
地
区
別
特
性
を
、
主
に
開
発
時
期
と
階
層
的
特
徴
か
ら
導
き
出
し
て

い
る
。
ま
た
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ソ
地
区
に
お
い
て
は
、
住
宅
形
態
ご
と
に
居
住

経
歴
、
家
族
の
形
態
、
階
層
構
成
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
て
、
ω
公
営

（
都
営
）
住
宅
、
ω
〈
賃
貸
住
宅
〉
、
㈲
〈
分
譲
住
宅
〉
と
い
う
分
類
に
よ
る

住
民
特
性
が
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。
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図6繭3　多摩市住民の階層構成く地区別〉（単位：％）
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全
体
的
に
言
う
と
、
『
つ
ま
り
、
既
存

地
区
は
人
口
郊
外
化
の
影
響
を
ま
と
も
に

受
け
て
．
時
期
も
規
模
も
雑
多
な
住
宅
開

発
に
よ
る
、
流
入
人
口
の
居
住
が
す
す
ん

だ
地
区
な
の
で
あ
る
。
一
方
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
地
区
は
計
画
的
な
居
住
が
実
施
さ
れ
た

地
区
で
あ
り
、
流
入
人
口
も
比
較
的
均
一

な
属
性
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
が
で
き
る
。
」
（
り
九
六
頁
）
こ
の
よ
う
な

住
民
特
性
を
階
層
構
成
か
ら
な
が
め
て
み

る
と
、
引
用
し
た
図
6
1
3
の
よ
う
に
、

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ソ
地
区
が
世
帯
収
入
か
ら
見

る
と
、
き
れ
い
な
正
規
分
布
を
な
し
て
い

る
の
に
対
し
て
、
既
存
地
区
が
あ
る
種
不

揃
い
な
分
布
を
な
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も

う
な
ず
け
る
点
で
あ
る
。
し
か
し
、
ま
た

図
6
1
5
を
見
る
と
、
同
じ
く
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ソ
地
区
の
中
に
も
、
住
宅
形
態
ご
と
の

階
層
別
の
居
住
が
進
行
し
て
い
る
こ
と
が

は
っ
き
り
読
み
取
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

「
第
七
章
　
住
民
の
地
域
移
動
と
住
み
か

え
」
と
「
第
八
章
　
変
貌
す
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
環
境
」
に
お
い
て
は
、
「
本
章
（
第
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七
章
）
で
は
、
大
都
市
圏
の
な
か
で
流
動
層
が
発
生
す
る
メ
ヵ
ニ
ズ
ム
を

解
明
す
る
と
と
も
に
、
彼
ら
が
ど
の
よ
う
な
移
動
を
経
験
し
て
い
る
か
を

実
態
的
に
と
ら
え
、
次
章
で
そ
う
し
た
移
動
経
験
が
ど
の
よ
う
な
形
で
彼

ら
の
居
住
環
境
意
識
に
反
映
す
る
か
を
多
摩
市
居
住
者
の
事
例
を
と
り
あ

げ
な
が
ら
み
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
．
」
（
二
〇
七
頁
）
と
述
ぺ
ら
れ
て
い
る

よ
う
に
、
本
書
全
体
の
「
大
都
市
圏
流
動
層
と
居
住
環
境
」
と
い
う
主
題

に
と
っ
て
も
、
最
も
読
み
答
え
の
あ
る
力
作
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ

で
、
す
ぺ
て
に
渡
っ
て
紹
介
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
い
く
つ
か
ポ
イ

ソ
ト
を
挙
げ
て
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
ま
ず
、
多
摩
市
居
住
者
の
地

域
移
動
経
歴
に
つ
い
て
、
世
帯
主
の
出
身
地
、
前
住
地
、
さ
ら
に
前
々
住

地
を
見
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
著
者
は
次
の
よ
う
に
問
題
を
整
理
し
て

み
て
い
る
。

「
ま
ず
、
第
一
は
、
多
摩
市
及
び
そ
の
近
隣
を
出
身
地
と
し
て
お
り
、
現

住
宅
に
入
居
す
る
際
そ
れ
が
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る

人
々
（
地
元
出
身
者
）
と
、
生
れ
は
多
摩
市
と
関
係
な
い
が
、
そ
の
後
、

住
宅
事
情
な
ど
な
に
か
の
き
っ
か
け
で
、
多
摩
市
に
来
住
し
た
人
（
多
摩

市
来
住
老
）
と
を
は
っ
き
り
分
離
す
る
こ
と
。
第
二
は
、
多
摩
市
来
住
者

に
つ
い
て
、
そ
の
地
域
移
動
を
、
地
方
出
身
者
が
東
京
大
都
市
圏
内
に
流

入
す
る
過
程
と
．
そ
の
後
東
京
大
都
市
圏
内
部
で
移
動
す
る
過
程
に
分
け

て
扱
う
こ
と
。
」
（
二
一
四
頁
）
こ
の
よ
う
な
定
義
か
ら
、
地
元
出
身
者
は
、

全
体
の
一
〇
％
（
八
八
サ
ン
プ
ル
）
で
、
全
体
の
九
〇
％
（
七
七
九
サ
ン
プ
ル
）

は
多
摩
市
来
住
者
で
あ
っ
た
。
ま
た
多
摩
市
来
住
者
の
内
訳
は
、
東
京
大

都
市
圏
出
身
者
が
二
九
％
（
一
三
五
サ
ン
プ
ル
）
で
、
そ
れ
以
外
の
地
域
の
出

身
者
が
七
〇
％
（
五
四
六
サ
ン
プ
ル
）
で
あ
る
。
従
っ
て
、
後
の
分
析
に
お
い

て
、
地
方
出
身
者
が
東
京
大
都
市
圏
内
に
流
入
す
る
過
程
に
つ
い
て
は
、

こ
の
五
四
六
サ
ソ
プ
ル
を
対
象
と
し
て
お
り
、
他
方
、
東
京
大
都
市
圏
内

部
で
の
移
動
過
程
に
つ
い
て
は
、
東
京
大
都
市
圏
出
身
者
を
含
め
た
多
摩

市
来
住
者
（
七
七
九
サ
ン
プ
ル
）
を
対
象
と
し
て
分
析
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
地
方
出
身
者
の
東
京
大
都
市
圏
へ
の
流
入
過
程
（
直
接
移
動
が

圧
倒
的
で
あ
り
、
経
由
移
動
は
少
な
い
）
と
大
都
市
圏
内
移
動
、
及
び
住
み
か

え
現
象
（
例
え
ば
、
東
京
都
区
部
↓
郊
外
↓
多
摩
市
で
住
宅
の
形
態
が
木
造
ア
パ

ー
ト
↓
賃
貸
住
宅
↓
分
譲
住
宅
の
よ
う
な
住
み
か
え
パ
タ
ー
ン
）
な
ど
に
つ
い
て

詳
細
に
検
討
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
い
く
つ
か
の
結
論
が
出
さ
れ
て
い

る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
も
、
「
大
都
市
圏
内
で
の
流
動
現
象
は
、

大
都
市
圏
内
に
お
け
る
住
宅
問
題
の
反
映
に
ほ
か
な
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な

か
た
ち
で
あ
ら
わ
れ
る
居
住
環
境
問
題
は
、
各
住
民
階
層
の
直
面
す
る
住

宅
問
題
の
系
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
．
」
（
二
四
三
頁
）
と
い
う

指
摘
は
、
都
市
社
会
学
が
「
居
住
」
「
住
宅
」
と
い
う
最
も
基
本
的
な
間

題
を
、
従
来
か
ら
、
正
面
切
っ
て
取
り
上
げ
て
こ
な
か
っ
た
と
い
う
反
省

も
込
め
て
、
重
要
な
ポ
イ
ソ
ト
で
あ
る
よ
う
に
思
う
。

　
引
き
続
く
第
八
章
で
は
、
こ
う
し
た
大
都
市
圏
の
流
動
層
を
一
つ
の
典

型
的
な
に
な
い
手
と
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
環
境
と
い
う
も
の
が
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
生
活
環
境
、
居
住
環
境
問
題
と
そ
れ
に
対
す

る
住
民
の
評
価
に
つ
い
て
、
全
般
的
に
解
説
さ
れ
た
後
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
環
境
の
人
間
的
・
社
会
的
側
面
と
し
て
、
1
近
隣
レ
ベ
ル
、
H
町
内

会
・
自
治
会
レ
ベ
ル
、
皿
そ
の
他
の
地
域
集
団
レ
ベ
ル
、
N
準
拠
地
域
お
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よ
び
準
拠
集
団
、
の
四
つ
の
レ
ベ
ル
を
考
慮
に
入
れ
、
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ

意
識
的
側
面
と
実
態
的
側
面
を
区
別
し
て
考
察
し
て
い
る
。
ま
た
最
後
に

は
、
地
域
の
構
成
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
環
境
を
比
較
し
な
が
ら
、
住
宅
関
連

要
因
、
家
族
構
成
要
因
、
階
層
要
因
と
の
関
連
が
追
求
さ
れ
て
い
る
．
そ

し
て
、
「
ニ
ュ
ー
タ
ウ
y
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
環
境
が
、
移
転
を
前
提
と
し

た
も
の
で
は
な
い
か
」
（
二
七
八
頁
）
と
い
う
興
味
深
い
指
摘
を
提
起
し
て

い
る
．
つ
ま
り
、
「
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
は
、
近
隣
交
際
や
自
治
会
の
運
営

が
、
永
住
希
望
者
に
と
っ
て
は
な
じ
み
に
く
い
も
の
、
非
適
合
的
な
も
の

に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
？
」
（
二
七
九
頁
）
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　
こ
の
「
移
転
を
前
提
に
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
と
い
う
問
題
は
、
先
の

大
都
市
圏
流
動
層
の
形
成
と
同
時
に
多
く
の
問
題
を
投
げ
か
け
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
第
七
章
、
第
八
章
を
通
し
て
、
多
摩
市
を
例
に
し
た
大

都
市
圏
流
動
層
の
形
成
と
実
態
に
つ
い
て
．
わ
れ
わ
れ
は
多
く
の
こ
と
を

知
り
得
た
が
、
尚
、
未
だ
住
み
か
え
と
ラ
イ
フ
・
ス
テ
ー
ジ
の
問
題
や
家

族
の
同
居
、
あ
る
い
は
老
後
の
問
題
、
さ
ら
に
土
地
・
家
屋
の
世
代
交
代

の
問
題
な
ど
今
後
に
残
さ
れ
た
課
題
も
数
多
く
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
．

戦
前
型
の
郊
外
住
宅
地
と
戦
後
ス
プ
ロ
ー
ル
、
あ
る
い
は
大
規
模
開
発
に

よ
る
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
計
画
と
の
比
較
な
ど
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
よ
う
に

思
う
。

「
第
九
章
　
住
民
の
定
着
志
向
」
に
お
い
て
は
、
「
住
み
か
え
」
「
移
動
」
と

は
丁
度
背
中
合
わ
せ
の
視
点
か
ら
居
住
環
境
と
い
う
も
の
を
見
つ
め
て
い

る
。
著
者
は
、
ま
ず
「
二
つ
の
定
着
志
向
」
と
し
て
、
〈
現
居
住
定
着
志

向
〉
と
〈
地
域
定
着
志
向
〉
を
区
別
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
「
〈
現
住
居
定

着
志
向
〉
は
住
宅
の
住
み
か
え
意
向
の
有
無
に
よ
っ
て
大
き
く
影
響
さ
れ

て
い
る
も
の
で
、
将
来
に
お
い
て
生
ず
る
住
民
の
地
域
的
な
移
動
の
需
要

を
比
較
的
忠
実
に
写
し
出
す
と
考
え
ら
れ
る
。
…
（
中
略
Y
二
方
〈
地
域

定
着
志
向
〉
は
住
み
か
え
意
向
の
程
度
が
影
響
を
与
え
る
の
は
当
然
で
あ

る
が
、
そ
の
ほ
か
、
住
民
の
も
つ
地
域
へ
の
愛
着
、
地
域
と
の
精
神
的
な

つ
な
が
り
の
程
度
と
い
っ
た
主
観
的
意
識
の
も
た
ら
す
影
響
も
大
き
い
と

思
わ
れ
る
。
」
（
二
八
一
ー
八
一
貢
）
と
い
う
わ
け
で
あ
る
．
実
際
の
調
査
結

果
に
よ
っ
て
も
、
「
〈
地
域
定
着
志
向
〉
の
場
合
は
〈
現
住
居
定
着
志
向
〉

と
く
ら
べ
、
そ
の
水
準
そ
の
も
の
が
全
般
的
に
高
く
あ
ら
わ
れ
て
お
り
．

〈
現
住
居
定
着
志
向
〉
の
水
準
よ
り
低
い
も
の
は
極
め
て
例
外
的
で
あ

る
。
」
（
二
八
二
頁
）
と
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
首
都
圏
住
民
の
〈
現
住
居
定
着
志
向
〉
と
多
摩
市
住
民
の

〈
現
住
居
定
着
志
向
〉
を
比
較
検
討
し
、
ま
た
〈
地
域
定
着
志
向
〉
と
の

か
ら
み
合
い
を
も
分
析
し
て
い
る
．
つ
ま
り
、
多
摩
市
住
民
の
大
部
分
を

占
め
る
大
都
市
圏
流
動
層
を
、
定
着
志
向
の
観
点
か
ら
み
る
と
、
「
住
み

か
え
の
意
向
、
地
域
へ
の
定
着
志
向
、
そ
し
て
「
持
家
志
向
」
と
い
う
三

点
を
ま
と
め
る
と
、
「
多
摩
市
内
の
一
戸
建
持
家
に
住
み
か
え
た
い
」
と

い
う
希
望
に
な
ろ
う
．
」
（
二
九
七
頁
）
と
簡
潔
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し

て
、
最
後
に
は
、
〈
地
域
定
着
志
向
〉
の
意
味
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

意
識
と
の
関
係
を
二
つ
の
定
着
志
向
の
相
互
関
連
性
か
ら
解
説
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
第
九
章
で
は
、
随
時
、
東
京
都
区
部
や
首
都
圏
に
お
け
る
、
い

わ
ゆ
る
定
着
志
向
に
関
す
る
調
査
結
果
を
参
照
し
て
、
多
摩
市
調
査
と
比

較
検
討
さ
れ
て
い
る
点
は
有
効
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
定
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着
志
向
の
問
題
に
は
、
住
み
か
え
、
地
域
へ
の
愛
着
だ
け
で
な
く
、
地
域

移
動
を
と
も
な
う
職
業
移
動
の
問
題
も
入
っ
て
く
る
わ
け
で
あ
り
複
雑
な

様
相
を
内
包
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
．

　
最
後
に
、
「
第
一
〇
章
　
住
民
団
体
の
活
動
と
地
域
社
会
の
運
営
」
を

見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
こ
こ
で
は
、
地
方
自
治
、
行
政
学
の
視
点
か

ら
、
地
域
社
会
と
住
民
団
体
の
活
動
に
つ
い
て
、
実
態
調
査
と
課
題
が
議

論
さ
れ
て
い
る
。
著
者
た
ち
は
、
地
域
社
会
の
管
理
・
運
営
の
在
り
方
と

し
て
、
「
第
一
に
、
住
民
と
行
政
と
を
結
び
つ
け
る
媒
介
機
能
を
い
か
に

活
性
化
す
る
か
、
あ
る
い
は
自
治
体
行
政
の
計
画
と
執
行
の
過
程
に
対
す

る
住
民
参
加
を
い
か
に
実
質
化
す
る
か
と
い
う
課
題
」
で
あ
り
、
「
第
二

の
問
題
は
、
都
市
住
民
が
い
か
に
し
て
地
域
社
会
の
運
営
に
主
体
性
を
取

り
戻
す
か
で
あ
る
。
」
「
そ
し
て
最
後
に
、
自
治
体
行
政
の
活
動
と
都
市
住

民
の
自
主
的
・
自
発
的
地
域
活
動
を
い
か
に
組
み
合
せ
、
公
共
需
要
に
対

応
す
る
効
果
的
な
協
働
体
制
を
築
い
て
い
く
か
で
あ
る
．
」
（
一
三
三
頁
）
と

指
摘
し
て
い
る
．

　
こ
れ
ら
の
問
題
点
に
対
し
て
、
住
民
団
体
調
査
と
し
て
の
先
進
研
究
例

と
し
て
、
町
田
市
調
査
か
ら
受
け
継
い
だ
形
で
多
摩
市
調
査
を
実
施
し
、

一
般
市
民
の
住
民
団
体
や
市
の
行
政
に
対
す
る
意
識
の
調
査
と
し
て
先
の

近
江
班
に
よ
る
「
多
摩
市
地
域
生
活
調
査
」
と
「
多
摩
市
役
所
調
査
」
と

を
並
列
的
に
用
い
て
解
説
し
て
い
る
。
こ
こ
で
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
内
容
が

扱
わ
れ
て
い
る
が
、
中
心
的
に
は
、
住
民
団
体
代
表
者
が
住
民
と
行
政
と

の
媒
介
過
程
と
し
て
、
グ
ル
ー
プ
・
ポ
リ
テ
ィ
ッ
ク
ス
活
性
化
の
課
題
を

担
っ
て
い
る
と
い
う
点
が
指
摘
で
き
よ
う
。
つ
ま
り
、
「
そ
の
第
一
ほ
、

自
治
体
に
よ
る
住
民
団
体
活
動
活
性
化
の
方
策
で
あ
り
、
第
二
の
観
点
は
、

自
治
体
の
政
治
・
行
政
過
程
そ
の
も
の
の
改
善
で
あ
る
。
」
（
三
五
八
頁
）
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
確
か
に
、
ボ
ラ
ソ
タ
リ
ー
・
グ
ル
ー
プ
の
活
動
や
そ

の
行
政
と
の
か
か
わ
り
合
い
は
活
性
化
の
一
つ
の
突
破
口
で
は
あ
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
そ
の
現
実
的
な
か
か
わ
り
方
と
い
う
点
で
見
る
と
、
老
人

ク
ラ
ブ
や
同
好
会
な
ど
の
公
的
会
館
の
利
用
と
い
っ
た
点
が
中
心
に
な
っ

て
き
て
、
例
え
ば
一
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
の
利
用
状
況
な
ど
の
ケ
ー

ス
・
ス
タ
デ
ィ
か
ら
、
住
民
団
体
と
行
政
と
の
関
係
を
分
析
し
て
い
く
と

い
っ
た
方
向
も
検
討
さ
れ
る
と
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
た
。

㊨

　
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
．
本
書
『
都
市
化
と
居
住
環
境
の
変
容
』
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

い
て
は
、
「
目
本
は
、
経
済
発
展
と
居
住
環
境
の
悪
化
の
ひ
ず
み
が
最
も
ド

ラ
ス
チ
ッ
ク
に
表
面
化
し
た
国
の
一
つ
で
あ
り
、
発
展
途
上
国
で
は
、
い

ま
そ
の
跡
を
追
っ
て
歴
史
が
進
行
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、

日
本
に
お
け
る
偏
重
し
た
経
済
成
長
に
付
随
し
た
住
民
の
居
住
環
境
の
変

化
の
様
相
を
、
事
実
に
即
し
て
跡
づ
け
て
観
察
し
て
み
る
こ
と
は
、
こ
の

問
題
の
解
決
に
貢
献
す
る
重
要
な
研
究
に
な
る
と
思
う
。
」
（
ま
え
が
き
i
）

と
い
う
基
本
的
な
認
識
の
下
に
．
東
京
都
下
多
摩
市
の
総
合
的
、
学
際
的

研
究
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　
も
う
一
度
、
本
書
全
体
を
見
渡
し
て
、
評
価
さ
れ
る
べ
き
点
と
し
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
　
ユ
　
マ

第
一
に
「
居
住
環
境
」
と
い
う
主
題
に
対
し
て
の
各
執
筆
者
の
し
ぼ
り
込

み
方
が
適
切
、
か
つ
優
れ
て
い
る
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
都
市
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及
び
都
市
化
と
い
う
問
題
を
、
人
口
過
密
も
あ
る
、
交
通
問
題
も
あ
る
、

公
害
も
あ
る
、
都
市
問
題
も
あ
る
、
あ
る
い
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
意
識
や
町

内
会
・
自
治
会
問
題
、
社
会
関
係
や
近
隣
交
際
と
果
て
し
な
く
つ
な
げ
て

い
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
よ
っ
て
「
都
市
」
と
い
う
も
の
が
増
々
見
え
に
く

く
な
っ
て
き
て
い
る
現
状
に
お
い
て
、
「
居
住
」
と
い
う
核
を
据
え
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
焦
点
が
ぐ
っ
と
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
と
言
え
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
第
二
に
は
、
特
に
筆
者
が
関
心
を
持
っ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ス
ペ
ク
ト

「
大
都
市
流
動
層
の
移
動
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
諸
相
か
ら

で
は
あ
る
が
、
解
明
さ
れ
て
き
た
と
い
う
功
績
は
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。

住
み
か
え
の
パ
タ
ー
ン
に
し
て
も
、
地
方
出
身
者
が
大
都
市
圏
に
流
入
し
、

都
心
と
都
心
周
辺
部
、
郊
外
住
宅
地
を
移
動
、
流
動
し
て
い
く
様
相
に
つ

い
て
は
、
地
域
社
会
移
動
と
都
市
化
の
複
雑
な
過
程
に
と
っ
て
未
開
拓
の

領
域
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
興
味
の
尽
き
な
い
問
題
で
あ
る
と
思
う
。
さ
ら

に
、
本
書
が
成
功
し
た
第
三
の
点
は
、
多
摩
市
と
い
う
一
地
域
を
、
か
な

り
長
期
的
・
総
合
的
に
、
し
か
も
さ
ま
ざ
ま
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
ょ
る
学
際

的
研
究
と
し
て
打
ち
出
し
た
点
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
都
市
化
や
居
住
環

境
な
ど
、
身
近
か
な
生
活
問
題
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
か
え
っ
て
複
雑
な

か
ら
み
合
い
が
生
じ
て
、
一
つ
の
領
域
か
ら
で
は
解
き
ほ
ぐ
せ
な
く
な
っ

て
き
て
い
る
こ
と
も
多
い
。
そ
の
点
早
稲
田
大
学
社
会
科
学
研
究
所
居
住

環
境
部
会
と
い
う
学
際
的
組
織
を
有
効
に
活
用
し
て
、
見
事
な
実
態
調
査

と
分
析
を
行
な
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
評
価
を
し
た
上
で
、
尚
、
欲
張
っ
て
言
え
ば
、

今
後
に
残
さ
れ
た
課
題
を
三
点
ほ
ど
提
起
し
て
お
き
た
い
。
第
一
に
は
、

多
摩
市
と
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ソ
と
い
う
、
お
そ
ら
く
大
都
市
圏
最
大
ク
ラ

ス
の
大
規
模
開
発
を
調
査
地
域
と
し
て
選
定
し
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
開

発
計
画
そ
の
も
の
の
評
価
と
地
価
、
不
動
産
の
価
格
上
昇
問
題
な
ど
に
も

言
及
し
て
ほ
し
か
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
中
・
高
層
の
集
合
住
宅
と
一

戸
建
住
宅
に
つ
い
て
は
、
居
住
を
め
ぐ
る
公
共
と
私
と
の
間
の
「
修
羅

場
」
に
も
な
っ
て
い
て
、
今
後
の
大
都
市
圏
の
郊
外
住
宅
地
を
展
望
す
る

上
で
も
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
問
題
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
第
二
に
は
、

紹
介
中
に
も
少
し
触
れ
た
が
、
居
住
環
境
や
住
み
か
え
の
問
題
を
考
え
て

い
く
と
、
ど
う
し
て
も
職
業
（
単
に
世
帯
主
の
職
業
だ
け
で
な
く
．
主
婦
の
職

業
、
女
性
の
就
業
、
高
齢
者
の
再
就
職
な
ど
も
か
か
わ
っ
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ

る
）
生
活
の
問
題
や
、
家
族
の
ラ
イ
フ
・
ス
テ
ー
ジ
、
親
族
の
扶
養
な
ど

と
の
関
連
も
見
落
と
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
本
文
中
に
も
言

及
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
東
京
都
区
部
の
イ
ソ
ナ
ー
・
シ
テ
ィ

化
、
高
齢
化
な
ど
の
要
因
は
や
が
て
は
郊
外
住
宅
地
へ
も
波
及
し
て
い
く

問
題
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
こ
と
に
関
連
し
て
、
第
三
に

は
、
「
移
動
を
前
提
に
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
と
言
わ
れ
る
多
摩
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ソ
の
将
来
展
望
と
言
う
か
、
そ
も
そ
も
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ソ
の
理
念
と
は

何
な
の
か
と
い
っ
た
根
本
的
な
総
括
に
つ
い
て
問
う
て
み
た
い
気
が
す
る

の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
「
読
者
一
人
一
人
が
回
答
を
出
し
て
ほ
し
い
」
と

い
う
こ
と
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
戦
後
日
本
の
経
済
発
展
が
背
負
っ

た
非
常
に
重
た
い
課
題
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
と
も
あ
れ
、
現
在
は
、
こ
の
居
住
環
境
部
会
で
は
、
そ
の
後
、
研
究
の

舞
台
を
、
人
口
流
動
に
よ
り
深
刻
な
影
響
を
蒙
っ
た
も
う
ひ
と
つ
の
地
域
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社
会
で
あ
る
農
山
村
地
域
1
し
か
も
、
日
本
有
数
の
豪
雪
地
域
1
に
移
し

て
、
そ
の
地
域
の
諸
問
題
を
、
人
口
の
流
出
先
で
あ
る
都
市
と
の
関
連
を

深
く
考
慮
に
入
れ
な
が
ら
、
調
査
研
究
を
進
め
て
い
る
よ
う
で
あ
る
．
ぜ

ひ
と
も
重
厚
な
成
果
を
期
待
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
（
早
稲
田
大
学
出
版
部
・
一
九
八
七
年
・
三
七
四
頁
・
五
〇
〇
〇
円
）
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